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は
じ
め
に

耕
文
に
お
い
て
、
隔
旬
対
は
中
心
的
な
表
現
形
式
の
―
つ
で
あ
る
。
対
旬
は
基
本
的
に
単
対
と
隔
旬
対
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
上

旬
・
下
旬
そ
れ
ぞ
れ
一
旬
の
み
に
よ
る
対
偶
が
単
対
、
複
数
旬
に
よ
る
対
偶
が
隔
旬
対
（
三
旬
以
上
の
場
合
は
長
隔
対
）
と
称
さ
れ
る
。

隔
旬
対
は
、
通
説
で
は
耕
文
、
特
に
宋
代
に
定
着
し
た
所
謂
四
六
文
に
特
徴
的
な
表
現
形
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
賦
の
表

現
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
唐
の
『
賦
譜
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

隔
旬
対
者
、
其
辞
云
。
隔
体
有
六
、
軽
・
重
・
疎
・
密
•
平
・
雑
。
…
…
（
中
略
）
…
…
此
六
隔
、
皆
為
文
之
要
、
堪
常
用
。

隔
旬
対
と
は
、
そ
の
辞
が
…
…
。
隔
と
い
う
体
は
六
つ
あ
り
、
す
な
わ
ち
軽
隔
・
重
隔
．
疎
隔
・
密
隔
•
平
隔
・
雑
隔
で
あ
る
。

…
…
（
中
略
）
…
…
こ
の
六
つ
の
隔
旬
対
は
み
な
作
文
の
要
で
あ
り
、
常
用
に
堪
え
る
。

同
書
に
は
ま
た
「
凡
賦
以
隔
為
身
体
（
凡
そ
賦
は
隔
旬
対
を
身
体
と
す
る
）
」
、
「
身
体
在
中
而
肥
健
（
身
体
が
中
央
に
あ
る
こ
と
で
退

し
く
な
る
）
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
隔
旬
対
は
唐
の
賦
（
律
賦
）
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。

隔
旬
対
は
、
唐
以
前
の
漢
魏
六
朝
賦
の
歴
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
研
究
で
は
、
隔
旬

対
は
単
対
よ
り
も
進
化
し
た
対
偶
形
式
と
見
な
さ
れ
、
賦
が
耕
化
す
る
流
れ
の
な
か
で
比
較
的
後
期
に
発
生
し
、
唐
の
律
賦
を
準
備
し

漢
魏
六
朝
賦
に
お
け
る
隔
旬
対
に
つ
い
て
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た
も
の
と
把
握
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
賦
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
調
査
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
見
方
に
は
多
大
な
誤
解
が
含
ま

れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
時
に
従
来
の
漢
魏
六
朝
賦
の
歴
史
像
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
試

み
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
賦
に
お
け
る
「
隔
句
対
」
の
研
究
史

ま
ず
、
賦
に
お
け
る
「
隔
旬
対
」
に
関
す
る
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
賦
の
歴
史
に
関
す
る
系
統
的
な
論
説
は
、
元
の
祝
尭

『
古
賦
弁
体
』
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
古
賦
弁
体
』
は
宋
代
ま
で
の
賦
を
時
代
順
に
、
楚
辞
体
・
両
漢
体
・
三
国
六
朝
体
・
唐
体
・

宋
体
と
い
う
六
つ
の
体
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
論
じ
て
い
る
。
実
質
的
に
賦
の
文
体
を
基
準
と
し
て
‘
―
つ
の
賦
史
の
枠
組

み
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
同
書
巻
五
「
三
國
六
朝
憫
上
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蓋
自
楚
騒
「
製
斐
荷
以
為
衣
、
集
芙
蓉
以
為
裳
」
等
旬
、
便
已
似
俳
、
然
猶
一
旬
中
自
作
対
。
及
相
如
「
左
烏
琥
之
彫
弓
、

右
夏
服
之
勁
箭
」
等
語
、
始
分
雨
旬
作
対
、
其
俳
益
甚
゜

そ
も
そ
も
「
離
騒
」
に
お
け
る
「
製
斐
荷
以
為
衣
、
集
芙
蓉
以
為
裳
」
な
ど
の
旬
は
す
で
に
俳
体
11

絣
体
に
似
て
い
る
。
し

か
し
、
な
お
一
旬
の
中
に
お
い
て
自
ら
対
旬
を
な
し
て
い
る
。
司
馬
相
如
の
「
左
烏
琥
之
彫
弓
、
右
夏
服
之
勁
箭
」
な
ど
の
旬

に
至
っ
て
、
始
め
て
二
旬
に
分
け
て
対
旬
を
な
し
て
お
り
、
「
絣
」
の
程
度
は
益
々
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

至
滑
岳
、
首
尾
絶
俳
、
然
猶
可
也
。
沈
休
文
等
出
、
四
声
八
病
起
、
而
俳
憫
又
入
於
律
。
為
俳
者
則
必
拘
於
対
之
必
的
、
為

律
者
則
必
拘
於
音
之
必
協
゜

濯
岳
に
至
っ
て
、
賦
は
全
体
と
し
て
耕
体
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
（
完
全
に
は
堕
落
し
て
い
な
い
か
ら
）
許
せ
よ
う
。

沈
約
ら
が
出
る
と
、
四
声
八
病
の
説
が
起
こ
り
、
餅
体
は
さ
ら
に
律
体
に
入
り
こ
ん
だ
。
俳
体
を
為
す
の
は
必
ず
対
旬
の
整
え
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「
律
体
」
に
改
め
た
。

お
い
て
自
ら
対
旬
を
な
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

段
階
に
区
分
し
て
い
る
。

に
拘
り
、
律
体
を
為
す
の
は
必
ず
声
律
の
調
和
に
拘
る
の
だ
。

徐
庚
継
出
、
又
復
隔
旬
対
聯
、
以
為
耕
四
偏
六
、
族
事
封
偶
、
以
為
博
物
治
聞
、
有
辞
無
情
、
義
亡
体
失
、
此
六
朝
之
賦
所

以
益
遠
於
古
゜

「
離
騒
」
の
文
体
）

の
「
分
」
字
が
用
い
ら

徐
陵
・
庚
信
が
続
い
で
出
て
、
ま
た
隔
旬
の
対
を
作
り
「
四
六
絣
備
」
体
と
な
し
、
典
故
を
集
め
て
対
偶
と
な
し
、
博
学
ぶ

り
を
示
し
た
が
、
辞
は
あ
る
が
情
が
無
く
、
義
（
意
味
内
容
）
も
体
（
表
現
形
式
）
も
共
に
失
わ
れ
た
。
こ
れ
が
六
朝
の
賦
が

益
々
古
賦
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

祝
氏
は
、
賦
が
次
第
に
「
耕
化
」
し
て
い
く
こ
と
を
中
心
と
し
て
、
南
朝
後
期
の
徐
陵
・
庚
信
ま
で
の
賦
史
を
次
の
よ
う
に
五
つ
の

(

1

)

戦
国
後
期
の
屈
原
の
作
品
に
対
旬
が
見
え
る
。
「
離
騒
」
の
「
製
斐
荷
以
為
衣
、
集
芙
蓉
以
為
裳
」
の
句
は
そ
の
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
離
騒
」
の
原
文
に
は
「
分
」
字
が
あ
り
、
「
製
斐
荷
以
為
衣
分
、
集
芙
蓉
以
為
裳
。
」
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時

期
の
対
旬
は
、
な
お
「
分
」
字
に
よ
り
一
旬
の
内
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
祝
氏
は
そ
れ
を
「
一
旬
の
中
に

(

2

)

漢
の
司
馬
相
如
の
賦
に
も
対
旬
が
見
え
る
。
こ
の
時
期
の
対
旬
に
は
騒
体
(

I

I

れ
な
く
な
り
、
屈
原
の
時
代
よ
り
一
歩
を
進
め
た
。
す
な
わ
ち
祝
氏
の
言
う
「
始
め
て
二
旬
に
分
け
て
対
旬
を
な
し
」
で
あ
る
。

(

3

)

西
晋
期
の
濯
岳
の
賦
に
お
い
て
、
対
旬
が
偶
に
「
見
え
る
」
の
み
な
ら
ず
、
作
品
の
全
体
が
対
旬
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
祝
党
は
そ
れ
を
「
俳
体
」
と
呼
び
、
不
満
を
持
っ
て
い
た
が
、
「
ま
だ
許
せ
よ
う
」
と
し
た
。

(

4

)

南
朝
中
期
の
沈
約
の
賦
は
、
対
旬
で
構
成
す
る
の
み
な
ら
ず
、
声
律
を
も
講
じ
始
め
た
。
西
晋
以
来
の
「
俳
体
」
は
こ
れ
で

3
 



(

5

)

南
北
朝
後
期
の
徐
陵
・
庚
信
の
賦
に
は
、
と
う
と
う
「
隔
旬
対
」
が
取
り
込
ま
れ
、
賦
は
そ
れ
よ
り
完
全
に
形
骸
化
し
た
。

六
朝
の
賦
は
こ
の
よ
う
に
、
益
々
「
古
賦
」
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、
徹
底
的
に
堕
落
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
祝
氏
は
隔
旬
対
の
出
現
を
賦
の
「
絣
化
」
す
る
流
れ
の
最
後
の
段
階
に
位
置
づ
け
て
論
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

賦
は
最
初
の
段
階
（
戦
国
末
期
—
漢
代
）
に
お
い
て
は
「
俳
」
す
な
わ
ち
対
句
を
主
体
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
西
晋
期
に
入
る
と
、

対
旬
を
主
と
し
た
文
体
が
成
立
し
た
が
、
隔
旬
対
は
ま
だ
用
い
て
い
な
か
っ
た
。
隔
旬
対
は
南
朝
後
期
の
徐
陵
・
庚
信
に
よ
っ
て
賦
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
祝
氏
の
論
理
で
は
明
ら
か
に
、
隔
旬
対
が
対
旬
の
比
較
的
高
級
な
形
態
と
見
な
さ
れ
、
従
っ
て
一
般
の

対
旬
よ
り
も
遅
れ
て
、
賦
の
「
絣
化
」
す
る
程
度
が
高
く
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
始
め
て
賦
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。

祝
氏
の
後
、
具
体
的
な
論
点
に
は
多
少
違
い
は
あ
る
が
、
明
の
呉
訥
『
文
章
辮
体
序
説
』
古
賦
条
、
徐
師
曽
『
文
体
明
辮
序
説
』
賦

条
、
清
の
李
調
元
「
賦
話
」
な
ど
、
明
清
以
来
の
賦
学
は
お
お
む
ね
祝
氏
の
論
じ
た
漢
魏
六
朝
賦
史
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
た
も
の
が
多

い
。
呉
訥
『
文
章
辮
体
序
説
』
古
賦
条
も
時
代
順
に
よ
り
賦
史
を
区
分
け
し
、
各
時
代
の
小
節
の
下
に
ほ
ぽ
祝
氏
の
賦
論
を
そ
の
ま
ま

引
用
し
て
い
る
。
徐
師
曽
『
文
体
明
辮
序
説
』
賦
条
に
は
、

三
國
．
雨
晉
以
及
六
朝
、
再
髪
而
為
俳
。
唐
人
又
再
髪
而
為
律
。
宋
人
又
再
髪
而
為
文
。
…
…
（
中
略
）
…
…
至
於
律
賦
、
其

髪
愈
下
。
始
子
沈
約
「
四
磐
八
病
」
之
拘
、
中
子
徐
（
名
陵
）
庚
（
名
信
）
「
隔
旬
作
封
」
之
栖
、
終
於
隋
唐
宋
「
取
士
限
韻
」
之

制
。
但
以
音
律
諧
協
、
封
偶
精
切
為
エ
、
而
情
輿
辟
皆
置
弗
論
。

三
国
・
両
晋
以
降
、
六
朝
に
至
り
、
賦
は
ま
た
変
わ
っ
て
俳
賦
と
な
る
。
唐
に
至
り
、
賦
は
ま
た
変
わ
っ
て
律
賦
と
な
る
。
宋

に
至
り
、
賦
は
ま
た
変
わ
っ
て
文
賦
と
な
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
そ
の
変
化
す
る
趨
勢
は
律
賦
に
至
る
と
、
い
よ
い
よ
卑
し
く

な
っ
て
い
る
。
始
め
に
は
沈
約
が
「
四
磐
八
病
」
に
拘
り
、
次
に
は
徐
（
陵
）
．
庚
（
信
）
が
「
隔
旬
の
対
を
作
る
」
と
い
う
栖
習

を
醸
成
し
、
最
後
に
は
隋
・
唐
・
宋
時
代
に
お
い
て
「
人
材
を
登
用
す
る
時
に
韻
を
限
っ
て
賦
を
作
ら
せ
る
」
制
度
が
作
り
出
さ
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れ
る
。
も
っ
ぱ
ら
音
律
の
調
和
と
対
偶
の
精
緻
を
求
め
、
情
も
僻
も
講
じ
な
く
な
る
。

と
あ
る
。
徐
氏
が
賦
の
「
耕
化
」
す
る
歴
史
を
段
階
的
に
区
分
け
し
、
沈
約
を
律
賦
の
先
駆
者
と
し
、
徐
陵
・
庚
信
を
「
隔
旬
の
対
を

作
る
」
風
習
の
濫
腸
と
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
祝
氏
の
説
と
一
致
す
る
。
要
す
る
に
明
代
の
賦
学
は
、
大
抵
は
祝
氏
の
構
築
し
た
賦
史

像
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

清
朝
に
入
っ
て
、
賦
学
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
。
そ
の
説
は
様
々
あ
る
が
、
祝
氏
の
影
響
を
見
出
せ
る
も
の
も
あ
る
。
李
調
元
『
賦

（

四

）

話
』
巻
一
に
は
、

楊
、
馬
之
賦
，
語
皆
箪
行
。
班
、
張
則
間
有
偏
旬
…
…
（
中
略
）
…
…
下
逮
魏
晉
，
不
失
蕨
初
。
飽
照
、
江
滝
，
櫂
輿
已
肇
゜

永
明
、
天
監
之
際
，
呉
均
、
沈
約
諸
人
，
音
節
諧
和
，
島
封
密
切
，
而
古
意
漸
遠
。
庚
子
山
沿
其
習
，
開
隋
唐
之
先
躙
。
古
嬰
為

律
，
子
山
賓
開
其
先
。

楊
雄
・
司
馬
相
如
の
賦
は
、
旬
が
す
べ
て
単
行
(

1

1

散
文
的
な
旬
）
で
あ
る
。
班
固
・
張
衡
の
賦
は
偶
に
対
旬
が
あ
る
。
…
…

（
中
略
）
…
…
そ
れ
以
降
、
魏
晋
期
に
至
っ
て
も
、
な
お
（
古
賦
の
）
も
と
の
文
体
を
失
っ
て
い
な
い
。
飽
照
、
江
滝
の
賦
に
は
、

（
絣
賦
の
）
新
し
い
芽
生
え
が
見
え
る
。
永
明
・
天
監
の
際
、
呉
均
、
沈
約
等
の
賦
は
音
節
が
調
和
し
、
対
旬
が
厳
密
に
な
っ
た
が
、

古
意
か
ら
益
々
遠
ざ
か
る
。
庚
信
は
そ
の
風
習
を
引
き
受
け
、
隋
唐
の
先
駆
け
を
し
た
。
古
賦
が
律
賦
に
変
わ
っ
た
の
は
、
庚
信

が
ま
さ
に
そ
の
先
駆
け
を
し
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
明
代
の
賦
学
者
が
祝
奥
を
全
面
的
に
継
承
し
た
の
に
対
し
て
、
李
調
元
の
具
体
的
な
論
説
に
は
祝
党
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
彼
は
、
対
旬
が
後
漢
に
初
め
て
賦
に
見
え
る
、
ま
た
、
絣
賦
の
完
成
期
が
南
朝
の
中
期
だ
と
し
て
い
る
。
し

か
し
一
方
、
李
氏
が
漢
魏
六
朝
賦
を
「
餅
化
」
の
視
点
に
よ
り
把
握
す
る
の
は
、
祝
氏
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
庚
信
を
賦
が
律

賦
段
階
に
入
る
際
の
代
表
者
と
す
る
の
も
祝
氏
と
同
じ
で
あ
る
。
実
は
、
『
賦
話
』
巻
一

0
に
は
『
古
賦
弁
体
』
を
三
ヶ
所
引
用
し
て
い
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る
。
李
氏
は
完
全
に
祝
氏
を
踏
襲
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
論
理
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（

五

）

民
国
期
に
至
り
、
丘
壇
孫
「
詩
賦
詞
曲
概
論
」
は
賦
史
の
概
略
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
纏
め
て
述
べ
て
い
る
。

扉
賦
）
導
源
於
王
褒
、
繁
術
於
東
漢
。
…
…
（
中
略
）
…
…
下
逮
魏
晉
、
其
格
始
成
、
遂
由
古
賦
而
流
為
俳
賦
突
。
降
及
齊

梁
、
徐
庚
継
起
、
創
為
隔
旬
相
対
之
制
、
由
是
於
四
六
文
之
外
、
復
有
四
六
賦
之
体
、
自
楚
騒
至
此
、
蓋
已
三
変
突
。

絣
賦
は
王
褒
に
源
を
発
し
、
後
漢
時
代
に
大
き
く
成
長
し
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
魏
晋
時
代
に
至
っ
て
、
そ
の
文
体
は
初
め

て
完
成
し
、
古
賦
は
遂
に
絣
賦
と
な
っ
た
。
降
っ
て
斉
梁
時
代
に
な
る
と
、
徐
陵
・
庚
信
が
相
次
い
で
隔
旬
の
対
の
文
体
を
作
り

出
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
四
六
文
の
み
な
ら
ず
、
四
六
賦
と
い
う
文
体
も
創
出
さ
れ
た
。
楚
辞
か
ら
四
六
賦
ま
で
、
文
体
は
三
度

変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

徐
陵
と
庚
信
に
つ
い
て
、
賦
に
お
い
て
「
隔
旬
相
封
之
制
」
を
創
出
し
た
と
す
る
点
は
、
祝
奥
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
丘
氏
は

さ
ら
に
上
の
引
用
文
に
続
け
て
、
唐
代
の
律
賦
の
特
徴
の
一
っ
を
「
拘
於
徐
庚
之
隔
旬
作
封
（
徐
陵
と
庚
信
の
創
出
し
た
隔
旬
の
対
の

文
体
に
こ
だ
わ
る
）
」
と
し
て
、
唐
代
の
律
賦
が
南
朝
後
期
の
四
六
賦
を
受
け
継
ぐ
形
で
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

丘
複
揉
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』
も
、
い
ま
見
た
よ
う
な
祝
尭
ら
の
賦
史
の
枠
組
み
を
継
承
す
る
形
で
、
同
様

の
歴
史
像
を
作
り
出
し
た
。
鈴
木
氏
は
賦
史
を
六
段
階
に
分
け
、
騒
賦
時
代
・
辞
賦
時
代
・
餅
賦
時
代
・
律
賦
時
代
・
文
賦
時
代
・
股

文
賦
時
代
と
し
た
。
前
の
四
段
階
は
、
ほ
ぽ
祝
発
の
い
わ
ゆ
る
楚
辞
体
・
両
漢
体
・
三
国
六
朝
体
・
唐
体
と
重
な
っ
て
い
る
。
鈴
木
氏

の
時
代
区
分
法
は
そ
れ
以
降
の
賦
史
研
究
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
祝
氏
か
ら
鈴
木
氏
に
至
る
学
者
が
認
識
し
て
い
た
賦
史
の

枠
組
み
を
定
着
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

だ
が
一
方
で
鈴
木
氏
は
、
通
説
に
含
ま
れ
て
い
る
錯
誤
を
鋭
く
見
抜
い
て
も
い
る
。
祝
発
以
降
の
賦
学
者
は
、
隔
旬
対
の
創
出
時
期

を
徐
陵
・
庚
信
の
時
代
、
即
ち
南
朝
後
期
に
置
い
た
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
祝
発
も
丘
覆
篠
も
、
「
隔
旬
の
対
を
作
り
「
四
六
絣
備
」
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体
と
な
し
」
、
隔
旬
対
の
創
出
に
よ
り
「
四
六
賦
と
い
う
文
体
も
創
出
さ
れ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
隔
旬
対
は
す
な
わ

ち
四
六
文
の
よ
う
な
対
旬
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
鈴
木
氏
は
隔
旬
対
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
四
六
対
を
区
分
し
、
通
常
の
隔
旬
対
は
漢
代
の
賦
に
す
で
に
現
れ
て
お
り
、
庚

信
が
賦
に
取
り
入
れ
た
の
は
四
六
対
で
あ
る
と
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
鈴
木
氏
は
「
対
旬
↓
隔
旬
対
(

1

1

四
六
対
）
」
と
い
う
二
層
の
関

係
図
式
を
「
対
旬
↓
隔
旬
対
↓
四
六
対
」
と
い
う
三
層
の
関
係
図
式
へ
と
修
正
し
、
旧
図
式
の
「
隔
旬
対
」
を
「
四
六
対
」
に
改
め
た

の
で
あ
る
。

（

七

）

そ
の
上
で
鈴
木
氏
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
重
要
な
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

賦
は
初
に
於
て
は
四
字
六
字
の
単
対
多
く
し
て
、
隔
旬
対
は
多
か
ら
ず
。
梁
の
時
北
周
に
入
り
た
る
庚
信
に
至
り
て
始
め
て
賦

中
に
も
四
六
の
隔
旬
対
を
取
り
込
み
た
る
を
見
る
。
斉
梁
四
六
文
の
盛
ん
な
り
し
に
よ
り
、
賦
に
も
四
六
の
対
多
き
が
如
く
言
ふ

も
の
は
、
恐
ら
く
は
想
像
の
言
た
る
に
止
ま
る
。
特
に
徐
陵
・
庚
信
を
併
称
す
れ
ど
も
、
陵
の
賦
は
現
存
す
る
も
の
殆
ど
稀
に
、

且
其
の
中
に
四
六
対
あ
る
も
の
を
見
ず
。
賦
中
の
四
六
は
寧
ろ
唐
に
入
り
て
後
ち
多
し
。
庚
信
に
於
て
も
賦
序
に
は
四
六
多
き

も
、
賦
本
部
に
於
て
は
必
し
も
篇
篇
之
を
用
ゐ
し
に
は
あ
ら
ず
。

ま
ず
第
一
に
、
六
朝
時
代
を
通
じ
て
四
六
対
は
多
く
な
い
。
南
朝
に
四
六
文
が
盛
ん
だ
っ
た
た
め
、
賦
に
も
四
六
の
対
が
多
い
と
思

う
の
は
単
な
る
「
想
像
」
で
し
か
な
い
。
第
二
に
、
徐
陵
の
賦
に
は
四
六
対
が
な
い
。
第
三
に
、
庚
信
の
賦
の
四
六
対
も
、
賦
の
本
文

い
ず
れ
も
的
を
射
た
適
切
な
議
論
で
あ
る
と
い
え
る
。

よ
り
も
序
に
多
く
見
え
る
。
こ
の
三
点
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

鈴
木
氏
以
降
、
関
連
す
る
研
究
は
半
世
紀
以
上
の
長
い
停
滞
期
に
陥
っ
た
。
二

0
世
紀
末
に
至
っ
て
、
曹
明
綱
『
賦
学
概
論
』
、
鄭
健

行
「
初
唐
題
下
限
韻
律
賦
形
式
的
観
察
及
引
論
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
徐
陵
・
庚
信
が
隔
旬
の
対
を
創
出
し
た
」
と
す
る

説
の
誤
り
を
明
ら
か
に
し
た
。
曹
氏
は
さ
ら
に
篇
綱
「
採
蓮
賦
」
、
呉
均
「
呉
城
賦
」
、
慮
元
明
「
劇
鼠
賦
」
を
挙
げ
、
賦
の
四
六
の
対
は
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（

九

）

庚
信
よ
り
少
し
早
く
、
梁
代
に
出
現
し
た
と
指
摘
し
た
。

以
上
、
賦
に
お
け
る
「
隔
旬
対
」
に
関
す
る
研
究
史
を
簡
単
に
ま
と
め
た
。
そ
の
中
、
根
本
的
な
要
点
は
二
つ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
、
祝
党
を
濫
腸
と
し
て
、
二
〇
抵
紀
前
期
の
賦
学
者
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
こ
の
賦
史
の
枠
組
み
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

漢
よ
り
唐
に
至
り
、
賦
が
段
々
と
絣
化
し
て
い
た
。
隔
旬
対
が
そ
の
耕
化
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
次
第
に
賦
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
盛

ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
到
達
点
は
、
唐
の
律
賦
と
し
て
現
れ
た
。
こ
の
賦
史
の
枠
組
み
は
今
日
に
至
る
ま
で
一
般
的

な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
最
近
の
論
著
に
も
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二

0
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
許
結
『
賦
学
講
演

録
（
二
編
）
』
に
も
、
「
律
賦
最
講
究
的
就
是
隔
旬
、
隔
対
，
漢
代
人
写
賦
不
講
究
隔
対
，
到
了
東
漢
後
期
オ
漸
漸
有
些
隔
対
了
，
到
了
庚

信
、
徐
陵
的
賦
裏
面
，
隔
対
オ
多
了
起
束
，
到
了
後
束
就
極
其
講
究
隔
対
了
（
律
賦
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
隔
旬
対
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
漢
代
の
賦
に
は
隔
旬
対
が
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
後
漢
後
期
に
至
っ
て
隔
旬
対
が
徐
々
に
出
現
し
、
庚
信
・
徐
陵
の
賦
に
至
っ

て
、
は
じ
め
て
多
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
隔
旬
対
は
非
常
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
」
と
述
べ
、
祝
発
以
来
の
図
式
が
賦
学
者
の

考
え
方
の
中
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

次
に
、
隔
旬
対
が
賦
に
取
り
込
ま
れ
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
、
学
者
は
旧
説
を
修
正
し
、
次
第
に
古
い
時
代
を
潮
る
傾
向
が
見
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ
れ
る
徐
・
庚
は
、
最
初
は
隔
旬
対
を
賦
に
取
り
込
ん
だ
作
者
と
さ
れ
た
が
、
二

0
世
紀
に
至
り
、
徐
・
庚
は
隔
旬
対

の
先
駆
者
で
な
い
こ
と
が
発
覚
し
、
か
わ
り
に
隔
対
の
中
の
四
六
対
を
賦
に
取
り
込
ん
だ
作
者
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二

0
世
紀
後
期
に

至
り
、
徐
・
庚
は
賦
の
四
六
対
の
先
駆
者
と
し
て
の
地
位
も
失
っ
た
。
そ
の
変
化
を
纏
め
る
と
表
一
に
な
る
。
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よヽ
つ。 な

ら
ば
、
賦
に
お
け
る
隔
旬
対
（
四
六
対
を
含
め
る
）
の
出
現
に
つ
い
て
、
現
在
の
認
識
は
果
た
し
て
的
を
射
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
漢
魏
六
朝
賦
の
隔
旬
対
に
つ
い
て
全
面
的
な
統
計
調
査
を
行
っ
て
検
証
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
い
え
る
。
更

に
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
祝
発
以
来
定
着
し
た
、
隔
旬
対
が
次
第
に
賦
に
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
賦
史
像
に
も
再
検
討
を
加
え

二
、
隔
句
対
は
最
初
よ
り
賦
に
用
い
ら
れ
た

ま
ず
、
箪
者
に
よ
る
統
計
調
査
を
基
に
、
現
存
す
る
漢
魏
六
朝
賦
の
う
ち
隔
旬
対
を
含
む
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
作
者
名
、
作
品
名
、

（

一

―

)

隔
旬
対
の
数
を
整
理
す
る
と
文
末
に
掲
げ
た
表
二
の
よ
う
に
な
る
。

現
存
す
る
戦
国
末
期
か
ら
南
北
朝
末
期
ま
で
の
賦
に
お
い
て
、
作
者
六
三
人
、
賦
一

0
0
篇
、
隔
旬
対
一
五
八
ケ
所
が
数
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
賦
の
テ
ク
ス
ト
は
様
々
な
文
献
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
保
存
の
完
全
度
が
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
統
計
の
判
断
基
準

に
も
多
少
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
免
れ
な
い
。
従
っ
て
統
計
表
が
反
映
す
る
の
は
大
ま
か
な
情
況
に
過
ぎ
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
賦
史
に
お
け
る
隔
旬
対
に
関
す
る
見
方
が
、
次
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
実
態
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ

四

>言覧籍ー上

， >i の
徐

庚

i 肩i 蘭層
の

眉

胃 l 
蘭>＾ 保／入

塁

； 
vヽ
‘ 

表

，
 



と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
賦
が
発
生
し
た
初
期
の
段
階
か
ら
、
す
で
に
四
六
対
を
含
む
隔
旬
対
が
存
在
し
て
い
る
。
第
二
に
、

各
時
代
の
賦
に
含
ま
れ
る
隔
旬
対
の
割
合
に
は
際
だ
っ
た
変
化
が
見
え
ず
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
賦
の
濫
腸
と
み
な
さ
れ
る
宋
玉
の
賦
に
は
、
す
で
に
隔
句
対
の
各
類
型
が
備
わ
っ
て
い
る
。

基
本
的
に
は
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
は
騒
体
の
隔
旬
対
で
あ
る
。
『
楚
辞
』
の
代
表
的
な
作
者
と
し
て
、
宋
玉
の
賦
に
は
騒

体
の
旬
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
高
唐
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
九
）
に
は
、

(

―

二

）

巨
石
溺
溺
之
淡
濶
分
，
沫
滝
滝
而
高
属
；
水
潅
溜
而
盤
紆
分
，
洪
波
淫
淫
之
溶
滴
゜

巨
石
は
川
に
沈
む
か
の
よ
う
に
出
没
し
、
沫
は
高
く
飛
び
上
が
る
。
水
は
揺
れ
て
廻
旋
し
、
大
き
な
波
は
動
い
て
遠
く
広
が
る
。

と
あ
る
。
こ
の
二
聯
は
そ
れ
ぞ
れ
単
対
で
あ
り
な
が
ら
、
合
わ
せ
て
隔
旬
対
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
「
巨
石
」
と
「
水
」
、
「
沫
」
と

「
洪
波
」
と
の
対
偶
を
錯
綜
し
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
宋
玉
が
こ
の
四
句
を
連
動
的
に
組
み
立
て
た
意
識
を
示
唆
し

次
は
賦
に
特
有
の
隔
旬
対
で
あ
る
。
「
高
唐
賦
」
に
は
、

其
始
出
也
，
剛
分
若
松
梢
；
其
少
進
也
，
晰
分
若
妓
姫
。

朝
雲
が
出
始
め
た
と
き
の
様
子
は
、
茂
り
贄
え
る
松
の
よ
う
だ
。
そ
の
少
し
ず
つ
進
む
様
子
は
、
鮮
や
か
で
美
し
い
女
性
の
よ

う
だ
。

と
あ
る
。
整
っ
て
い
な
い
形
で
あ
る
が
、
「
神
女
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
九
）
に
も
、

其
始
束
也
，
耀
乎
若
白
日
初
出
照
屋
梁
；
其
少
進
也
，
絞
若
明
月
舒
其
光
。

神
女
が
出
現
し
始
め
た
と
き
は
、
昇
っ
て
ま
も
な
い
太
陽
が
屋
根
を
照
ら
す
よ
う
だ
。
少
し
ず
つ
進
む
と
き
は
、
絞
絞
た
る
明

月
が
光
を
広
げ
ゆ
く
か
の
よ
う
だ
。

て
い
る
。
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「
神
女
賦
」
に
は

こ
よ
、

'
(
'
_
 

―
つ
は
虚
字
を
第
一
・
三
旬
の
末
に
つ
け
、
主
題
を
提
示
す
る
四
言
旬
と
な
す
こ

と
。
も
う
一
っ
は
、
第
二
•
四
句
が
比
喩
の
手
法
に
よ
っ
て
主
題
を
形
容
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
類
型
の
隔
旬
対
は
、
賦
以
外
の
文

章
に
見
え
る
の
は
稀
で
あ
り
、
賦
に
特
有
の
表
現
形
式
と
し
て
以
降
の
賦
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
集
計
結
果
に
よ
れ
ば
二
三
例
が
あ
げ

ら
れ
る
。
例
え
ば
魏
の
謬
襲
「
青
龍
賦
」
（
『
初
学
記
』
巻
三
0

)

に
は
「
遠
而
視
之
，
似
朝
日
之
陽
；
遁
而
察
之
，
象
列
鋏
之
光
。
（
遠

く
見
れ
ば
、
朝
陽
の
輝
き
の
よ
う
だ
。
近
づ
い
て
観
察
す
れ
ば
、
稲
妻
の
光
の
よ
う
だ
。
）
」
、
梁
の
江
滝
「
麗
色
賦
」
（
『
芸
文
類
緊
』
巻

一
八
）
に
は
「
其
始
見
也
，
若
紅
蓮
鏡
池
；
其
少
進
也
，
如
彩
雲
出
崖
。
（
そ
の
始
め
に
見
え
る
の
は
、
紅
蓮
が
鏡
の
よ
う
な
池
に
映
る

か
の
よ
う
だ
。
そ
の
少
し
ず
つ
進
む
の
は
、
彩
雲
が
崖
か
ら
出
る
よ
う
だ
）
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

最
後
は
四
六
対
の
旬
法
を
用
い
る
隔
旬
対
で
あ
る
。
「
四
六
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
定
義
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
。
そ
の
旬
型
は
「
4
+
6
」
を
典
型
と
す
る
が
、
「
4
+
4
」、「
4
+
5
」
な
ど
も
よ
く
見
ら
れ
る
組
合
せ
で
あ
る
。
「
高
唐
賦
」

虎
豹
財
児
，
失
氣
恐
瞭
；
離
顎
鷹
鏑
，
飛
揚
伏
窟
。

虎
．
豹
•
財
・
児
な
ど
の
猛
獣
は
、
威
勢
を
失
っ
て
恐
ろ
し
げ
に
息
を
漏
ら
す
。
離
・
鶉
・
鷹
．
縞
な
ど
の
猛
禽
は
、
高
く
飛

ん
だ
り
低
く
伏
せ
た
り
す
る
。

毛
婚
郭
袂
，
不
足
程
式
；
西
施
掩
面
，
比
之
無
色
。

毛
婚
が
袂
で
姿
を
隠
す
の
は
、
神
女
ほ
ど
の
美
人
の
理
想
に
は
ほ
ど
遠
い
か
ら
。
西
施
が
顔
を
覆
う
の
は
、
神
女
に
比
べ
た
ら

醜
い
か
ら
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
本
稿
冒
頭
に
引
い
た
『
賦
譜
』
に
見
え
る
所
謂
「
平
隔
」

と
あ
る
。
こ
の
類
型
に
は
、
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

11

一
聯
を
構
成
す
る
二
句
の
字
数
が
均
等
の
隔
旬
対
で
あ
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宋
玉
「
九
鋪
」
に
も
、

異
な
ら
な
い
。

る
。
こ
の
時
代
の
賦
は
未
だ
平
仄
を
講
じ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
隔
旬
対
は
旬
法
の
構
成
上
、

実
は
、
賦
の
源
流
と
さ
れ
る
『
楚
辞
』
の
中
に
も
隔
句
対
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
漁
父
」
に
載
せ
る
漁
父
の
歌
（
『
孟
子
』
離
婁
下

篇
で
は
「
襦
子
歌
」
）
と
し
て
、
「
愴
浪
之
水
清
分
，
可
以
濯
吾
櫻
；
愴
浪
之
水
濁
分
，
可
以
濯
吾
足
（
愴
浪
の
水
が
清
け
れ
ば
、
我
が
冠

の
紐
を
洗
う
こ
と
が
で
き
る
。
愴
浪
の
水
が
濁
れ
ば
、
我
が
足
を
洗
う
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
あ
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、

年
洋
洋
以
日
往
分
，
老
謬
廓
而
無
虞
。
事
甍
甍
而
蜆
進
分
，
賽
滝
留
而
躊
躇
。

歳
月
は
蕩
蕩
と
日
々
に
過
ぎ
た
が
、
年
老
い
て
茫
々
た
る
な
か
に
身
を
置
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
事
は
常
に
勤
め
て
取
り
立
て
ら

れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
う
ま
く
ゆ
か
ず
に
止
ま
っ
た
ま
ま
初
種
う
。

願
寄
言
夫
流
星
分
，
光
脩
忽
而
難
嘗
。
卒
鹿
蔽
此
浮
雲
分
，
下
暗
漠
而
無
光
。

あ
の
流
星
に
言
葉
を
託
し
た
か
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
速
す
ぎ
て
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
こ
の
浮
雲
に
蔽
わ
れ

て
、
下
界
は
ぼ
ん
や
り
暗
く
光
が
な
い
。

な
ど
の
旬
が
あ
る
。
一
見
す
る
と
二
旬
一
聯
の
構
造
か
ら
な
る
が
、
実
際
に
は
二
聯
が
合
わ
さ
っ
た
形
で
の
隔
旬
対
と
な
っ
て
い
る
。

「
分
」
字
を
外
せ
ば
、
六
朝
の
絣
文
と
は
ほ
ぼ
同
じ
表
現
と
な
る
。

宋
玉
以
降
、
買
誼
・
司
馬
相
如
・
司
馬
遷
・
王
褒
・
揚
雄
な
ど
前
漢
期
の
代
表
的
な
賦
家
の
作
品
に
は
、
す
べ
て
隔
旬
対
が
見
え
る
。

と
く
に
王
褒
の
「
洞
篇
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
七
）
に
は
隔
旬
対
が
九
ケ
所
も
あ
り
、
そ
の
表
現
形
式
が
多
様
で
あ
る
。
「
洞
篇
賦
」
に
お

い
て
、
騒
体
の
隔
旬
対
と
し
て
は
、

(

1

)

孤
雌
寡
鶴
，
娯
優
乎
其
下
分
；
春
禽
群
嬉
，
開
翔
乎
其
顛
゜

一
般
の
耕
文
に
見
ら
れ
る
も
の
と
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独
り
身
の
雌
の
鶴
は
、
そ
の
下
に
悠
々
と
し
た
。
春
の
群
れ
の
鳥
は
、
そ
の
い
た
だ
き
に
戯
れ
て
翔
け
た
。

(

2

)

形
旅
旋
以
順
吹
分
，
瞑
唸
嘲
以
紆
鬱
；
氣
労
注
以
飛
射
分
，
馳
散
漁
以
綴
律
゜

（
演
奏
者
の
）
姿
は
し
な
や
か
に
し
て
洞
篇
の
音
に
従
い
、
体
を
か
ん
か
ん
に
怒
っ
た
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
ら
せ
た
。
（
洞
篇

を
吹
く
）
息
は
猛
烈
に
撥
ね
飛
び
、
音
は
緩
や
か
に
馳
せ
て
遠
く
聞
こ
え
た
。

(

3

)

或
渾
沌
而
漏
浚
分
，
猟
若
枚
折
；
或
漫
術
而
酪
騨
分
，
油
焉
競
溢
゜

（
洞
篇
の
音
は
）
あ
る
時
は
、
渾
沌
と
し
て
水
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
が
、
枝
が
折
ら
れ
る
よ
う
に
パ
ッ
と
絶
え
た
。
或
る

時
は
、
続
々
と
連
な
り
、
洪
水
が
競
っ
て
溢
れ
る
よ
う
に
伝
わ
っ
た
。

(

4

)

秋
鯛
不
食
，
抱
撲
而
長
吟
分
，
玄
猿
悲
嘘
，
捜
索
乎
其
間
。

秋
の
蝉
は
食
わ
ず
、
竹
の
幹
を
抱
い
て
長
く
鳴
い
た
。
黒
い
猿
は
悲
し
く
嗚
い
て
、
竹
の
間
に
探
し
合
っ
た
。

(

5

)

状
若
捷
武
，
超
騰
鍮
曳
，
迅
漂
巧
分
；
又
似
流
波
，
泡
痩
汎
淀
，
趨
峨
道
分
。

（
音
の
）
さ
ま
は
、
勇
壮
な
る
武
士
の
よ
う
に
、
高
く
飛
び
越
え
て
、
敏
捷
に
動
い
た
。
ま
た
は
、
流
れ
る
波
の
よ
う
に
、

大
き
く
な
っ
た
り
小
さ
く
な
っ
た
り
し
て
、
険
し
い
道
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

が
あ
る
。
散
体
大
賦
の
よ
う
な
隔
旬
対
と
し
て
は
、

(

6

)

謳
嵌
靡
崎
，
椅
轍
進
幡
，
誠
可
悲
乎
其
不
安
也
；
禰
望
償
芥
，
聯
延
職
盪
，
又
足
築
乎
其
散
閑
也
。

険
し
い
山
の
畔
に
斜
め
に
生
え
た
竹
、
そ
の
安
か
ら
ざ
る
環
境
は
誠
に
哀
し
む
べ
き
だ
。
広
々
と
し
た
平
野
に
連
な
っ
て
生

え
た
竹
、
そ
の
長
閑
な
環
境
は
楽
し
む
べ
き
に
足
る
。

(

7

)

故
聰
其
巨
音
則
周
流
氾
濫
，
並
包
吐
含
，
若
慈
父
之
畜
子
也
；
其
妙
磐
則
清
静
厭
應
，
順
紋
卑
述
，
若
孝
子
之
事
父
也
。

従
っ
て
そ
の
巨
大
な
音
を
聞
く
と
、
周
流
し
氾
濫
し
て
、
な
に
も
か
も
包
ん
で
、
慈
父
が
子
供
を
か
わ
い
が
っ
て
い
る
よ
う
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上
稽
乾
度
，
則
井
絡
儲
精
；
下
按
地
紀
，
則
“
宮
莫
位
。

が
あ
る
。
に
も
似
て
い
る
。

だ
。
そ
の
微
妙
な
声
（
を
聴
く
と
）
、
静
か
に
清
ら
か
で
奥
ゆ
か
し
く
、
平
穏
に
流
れ
て
柔
ら
か
く
、
孝
子
が
父
に
奉
仕
す
る
よ

(

8

)

故
其
武
磐
則
若
雷
露
綾
絢
，
侠
豫
以
沸
情
；
其
仁
磐
則
若
諷
風
紛
披
，
容
輿
而
施
恵
。

従
っ
て
そ
の
武
な
る
音
は
雷
露
が
ご
う
ご
う
と
す
る
よ
う
に
、
速
く
て
騒
ぎ
立
っ
た
。
そ
の
仁
な
る
音
は
凱
風
が
一
面
に
吹

い
た
よ
う
に
、
緩
や
か
に
物
に
恵
み
を
あ
た
え
た
。

が
あ
る
。
こ
と
に
(

5

)

と
(

6

)

が
長
隔
対
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(

9

)

彰
湯
慎
慨
，
一
何
牡
士
；
優
柔
温
潤
，
又
似
君
子
。

彰
洞
と
し
て
意
気
が
盛
ん
で
い
る
の
は
、
な
ん
と
壮
士
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
柔
和
で
あ
り
潤
い
が
あ
る
の
は
、
ま
た
君
子

紙
幅
の
関
係
上
、
全
て
の
例
を
枚
挙
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
に
最
初
期
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
隔
旬
対
は

賦
の
成
立
時
期
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
祝
発
氏
の
説
、
す
な
わ
ち
賦
に
お
け
る
隔
旬
対
が
庚
信
・
徐
陵
に
よ

り
開
創
さ
れ
た
と
す
る
の
は
、
事
実
で
は
な
い
。

一
方
、
鈴
木
氏
ら
が
そ
れ
を
修
正
し
て
、
賦
に
お
け
る
四
六
対
は
南
朝
期
に
出
現
し
た
と
す
る
よ
う
な
説
も
正
し
く
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
も
う
少
し
例
を
挙
げ
て
見
よ
う
。
前
に
挙
げ
た
宋
玉
・
王
褒
の
例
を
除
い
て
、
前
漢
末
の
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
（
九
巻
本
『
古
文

苑
』
巻
二
）
に
は
、

ま
た
四
六
文
の
よ
う
な
隔
旬
対
と
し
て
は
、

う
だ
。
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南
朝
宋
の
謝
霊
運
「
山
居
賦
」
（
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
）
に
は
、

後
漢
の
李
尤
「
函
谷
闘
賦
」
（
同
上
）
に
は
、

（
蜀
の
都
は
）
上
に
乾
(

1

1

天
）
の
法
度
を
考
え
れ
ば
、
井
宿
の
分
野
に
優
れ
た
精
気
が
蓄
え
ら
れ
る
。
下
に
地
の
綱
目
を
按

ず
る
と
、
（
南
西
方
角
に
対
応
す
る
）
坤
の
宮
は
こ
こ
に
位
を
定
め
る
。

文
馳
齊
而
憫
追
，
議
誰
鳴
於
狗
倫
；
唯
背
魏
而
西
逝
，
託
袋
衣
以
免
捜
。

田
文
は
斉
国
に
逃
れ
た
が
追
っ
手
を
恐
れ
、
（
門
客
が
）
鶏
鳴
を
偽
り
、
犬
に
変
装
し
宝
物
を
盗
ん
だ
。
ザ
池
唯
は
魏
に
背
い
て
西

へ
去
り
、
袋
衣
に
隠
れ
て
捜
索
を
免
れ
た
。

銅
陵
之
奥
，
卓
氏
充
鉱
槻
之
端
；
金
谷
之
麗
，
石
子
致
音
徽
之
観
。

銅
陵
山
の
奥
（
に
あ
っ
た
銅
）
を
、
卓
王
孫
は
（
貨
幣
を
鋳
造
す
る
た
め
に
掘
り
出
し
て
）
器
物
購
入
の
元
手
と
し
た
。
金
谷

の
美
し
い
風
景
を
、
石
崇
は
音
楽
演
奏
の
舞
台
と
し
た
。

宋
の
飽
照
「
野
揃
賦
」
（
『
飽
参
軍
集
』
巻
一
）
に
は
、

集
陳
之
隼
，
以
自
遠
而
稲
神
・
，
棲
漢
之
雀
，
乃
出
幽
而
見
珍
゜

陳
国
の
宮
廷
に
集
ま
る
隼
は
、
遠
く
か
ら
来
た
た
め
神
物
と
称
さ
れ
た
。
漢
代
の
朝
廷
に
棲
む
雀
は
、
幽
境
か
ら
来
た
た
め
珍

物
と
見
な
さ
れ
た
。

と
あ
る
旬
な
ど
、

い
ず
れ
も
典
型
的
な
四
六
対
で
あ
る
。

要
す
る
に
隔
旬
対
は
、
賦
史
の
あ
る
特
定
な
段
階
に
お
い
て
取
り
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
賦
の
萌
芽
期
に
す
で
に
出
現
し
、

漢
魏
六
朝
賦
史
を
通
じ
て
持
続
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

15 



贔
木もか

］ 喜 冒 冑冒国 悶

冒冒贔I 土之 蓋、Cヽ 靡悶虞閾造 喜璽悶
［ ： ； 闘賦 <目賦 <畠』， 息； 魯賦

ヽ >

4 4 3 8 3 5 5 4 4 ， 4 5 3 悶

表 三
、
隔
句
対
の
漢
魏
六
朝
賦
に
お
け
る
比
率
は
始
終
低
い
も
の
だ
っ
た

以
上
、
隔
旬
対
が
当
初
か
ら
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
次
に
、
そ

の
時
代
的
な
変
遷
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
祝
発
以
降
の

賦
学
者
は
、
隔
旬
対
の
発
展
を
、
賦
の
餅
化
す
る
歴
史
の
一
環
と
し
て
認
め
て
い

こ
の
賦
史
の
枠
組
み
は
、
本
研
究
に
よ
っ
て
根
拠
と
し
て
の
隔
旬
対
の
出
現
し

た
時
期
が
誤
認
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
揺
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、

隔
旬
対
は
賦
史
の
展
開
に
つ
れ
て
次
第
に
増
え
る
と
い
う
趨
勢
が
確
認
で
き
れ
ば

大
局
を
捉
え
る
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
枠
組
み
の
成
立
す
る
可
能
性
は
な
お
残
っ

て
い
る
。
で
は
、
事
実
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

本
研
究
の
統
計
結
果
に
よ
れ
ば
、
隔
旬
対
が
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
は
決
し
て

見
ら
れ
な
い
。
隔
句
対
を
含
む
賦
は
九
二
篇
あ
る
が
、
そ
の
中
に
隔
旬
対
の
数
が

最
も
多
い
の
は
前
に
掲
げ
た
前
漢
期
の
王
褒
「
洞
篇
賦
」
（
九
聯
）
で
あ
る
。
そ
れ

に
次
い
で
は
南
朝
初
期
の
謝
霊
運
「
山
居
賦
」
（
七
聯
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

庚
信
は
一
五
篇
の
賦
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
僅
か
二
篇
が
隔
旬
対
を
含
ん

で
い
る
。
「
哀
江
南
賦
」
に
は
四
聯
、
「
耶
竹
杖
賦
」
に
は
二
聯
が
見
え
る
の
で
あ

る
。
表
三
が
示
す
よ
う
に
、
隔
句
対
を
比
較
的
に
多
く
用
い
る
（
三
聯
以
上
）
賦
の
作
品
は
、
各
時
代
に
分
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
作
者
の
分
布
を
観
察
し
て
み
る
。
表
四
は
隔
旬
対
を
含
む
作
品
を
比
較
的
多
く
（
三
篇
以
上
）
残
し
て
い
る
作
者
の
分
布

る。
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ま
ず
、
隔
旬
対
を
用
い
た
賦
は
一

0
0
篇
あ
る
が
、
そ
の
中
、

一
聯
の
み
の
隔
旬
対
を
用
い
た

を
示
し
て
い
る
。
隔
旬
対
を
含
む
作
品
を
残
し
た
賦
家
の
数
は
、
西
晋
は
南
朝
と
と
も
に
比
較
的
多
い
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
庚
信
の

隔
旬
対
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
南
朝
に
お
い
て
は
江
滝
の
賦
に
特
に
隔
旬
対
が
多
く
含
ま
れ
る
。

一
篇
の
作
品
に
含
ま
れ
る
隔
旬
対
の
度
合
に
は
、

い
ず
れ
も
上

昇
傾
向
が
見
え
な
い
。
隔
旬
対
は
賦
の
絣
化
に
つ
れ
て
、
い
よ
い
よ
賦
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
認
識
も
、

修
正
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
賦
が
漢
魏
六
朝
を
通
じ
て
次
第
に
絣
化
し
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
と
く
に
唐
代
の
律
賦
に
は
隔
旬
対
が
普
遍
的

に
多
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
存
す
る
律
賦
の
作
品
に
よ
り
確
認
で
き
る
事
実
で
あ
る
。
本
稿
の
冒

頭
に
引
い
た
『
賦
譜
』
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
隔
旬
対
に
は
変
化
の
趨
勢
が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
祝
尭
が
構
築

し
た
賦
史
像
は
、
賦
が
漢
魏
六
朝
を
通
じ
て
次
第
に
餅
化
し
、
唐
代
に
至
り
隔
旬
対
が
多
用
さ
れ

た
点
に
お
い
て
は
問
題
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
魏
六
朝
に
お
い
て
隔
旬
対
が
次
第
に
盛
ん
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
だ
け
を
勘
違
い
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祝

発
以
降
の
学
者
が
、
隔
旬
対
を
「
耕
化
」
の
一
環
と
し
て
「
耕
化
」
す
る
賦
史
と
結
び
付
け
る
考

え
方
は
、
方
法
論
と
し
て
再
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

一
方
、
祝
発
が
構
築
し
た
賦
史
像
に
基
づ
い
た
先
入
観
を
離
れ
、
単
純
に
隔
旬
対
の
統
計
結
果

に
即
し
て
考
察
す
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
従
来
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
興
味
深
い
点
が
い
く
つ
か
浮

か
び
上
が
る
。

表
四 要

す
る
に
、
南
朝
期
に
入
っ
て
も
、
隔
旬
対
を
含
む
作
品
の
数
や
、
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表
五

作
品
は
七
三
篇
あ
り
、
統
計
結
果
全
体
の
七
割
以
上
で
あ
る
。
そ
の
分
布
は
各
時
代
に
も
あ
り
、
時
期
的
な
変
化
は
特
に
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
作
品
数
が
一

0
0
篇
に
達
す
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
決
し
て
た
だ
の
偶
然
で
は
な
く
、
漢
魏
六
朝
を
通
じ
て
一
貰
し
た
現
象
と
い

え
よ
う
。
当
時
の
賦
家
は
数
十
聯
、
と
き
に
は
数
百
聯
ま
で
に
達
す
る
長
篇
の
作
品
を
書
い
た
時
に
、
ど
の
よ
う
な
発
想
で
隔
旬
対
を

一
聯
の
み
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
に
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

含
む
賦
は
計
一

0
0
篇
あ
る
。

次
に
、
さ
ら
に
漢
魏
六
朝
賦
の
全
作
品
を
視
野
に
入
れ
て
、
隔
旬
対
を
位
置
づ
け
て
み
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
現
存
す
る
隔
旬
対
を

一
見
、
少
な
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
賦
の
総
数
が
非
常
に
膨
大
な
た
め
、
そ
れ
が
全
体
に

占
め
る
割
合
は
極
め
て
低
く
、
表
五
に
見
え
る
よ
う
に
一

0
％
弱
し
か
い
な
い
。

隔
旬
対
が
漢
魏
六
朝
賦
に
お
け
る
割
合
は
千
分
の
一
以
下
、
そ
し
て
、
隔
旬
対
を
含
む
賦
の
中
に
も
、

一
聯
し
か
用
い
な
い
作
品
は

七
割
以
上
で
あ
る
。
こ
の
二
点
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
隔
旬
対
は
漢
魏
六
朝
賦
の
全
体
に
お
い
て
決
し
て
目
立
っ
た
部
分
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
一
種
の
特
殊
な
手
法
と
し
て
、
花
飾
り
の
よ
う
に
挿
し
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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こ
の
二
点
が
確
認
で
き
た
以
上
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
け
る
漢
魏
六
朝
賦
史
像
は
、
あ
る
程
度
、
再
構
築
す
る
必
要
が
生
じ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
隔
句
対
は
ど
の
原
理
で
賦
に
導
入
さ
れ
た
か
、
そ
れ
は
賦
の
全
体
的
な
構
成
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る

か
は
、
従
来
と
別
の
解
釈
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
稿
が
実
証
的
な
統
計
結
果
を
踏
ま
え
て
発

見
し
た
諸
問
題
点
は
、
現
時
点
で
問
題
と
し
て
見
出
し
た
段
階
に
お
い
て
、
合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
な
お
多
く
、

み
な
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
殊
に
、
漢
魏
六
朝
賦
に
お
け
る
隔
旬
対
の
再
認
識
を
踏
ま
え
て
、
漢
魏
六
朝
期
の
賦
が
ど
の
よ
う
に

あ
る
。 本

稿
は
「
隔
旬
対
」
を
め
ぐ
っ
て
漢
魏
六
朝
賦
の
研
究
史
を
顧
み
た
。
こ
れ
ま
で
構
築
さ
れ
た
賦
史
像
は
、
二
つ
の
点
に
お
い
て
実

情
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
を
見
直
し
て
二
つ
の
結
論
を
得
た
。
―
つ
は
隔
旬
対
が
漢
魏
六
朝
賦
史
を
通
じ
て
一
般
的

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
も
う
―
つ
は
隔
旬
対
の
使
用
さ
れ
る
比
率
は
極
め
て
低
く
、
決
し
て
時
代
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
で

お
わ
り
に

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
隔
旬
対
は
唐
の
律
賦
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。
『
賦
譜
』
が
述
べ
る
よ
う
に
、
律
賦
は
「
隔
旬

対
を
身
体
と
す
る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
点
は
現
存
す
る
律
賦
の
作
品
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
律
賦
は
幾
つ
か
の
韻
脚
を
限

定
し
‘
―
つ
の
韻
脚
を
踏
ん
で
数
聯
を
書
く
の
が
普
通
で
、
そ
の
幅
は
長
く
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
・
四
聯
以
上
の
隔
旬

対
を
用
い
る
の
は
極
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
漢
魏
六
朝
賦
に
比
べ
て
全
く
趣
が
異
な
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漢
魏
六
朝
を
通
じ
て
賦
が
少
し
ず
つ
発
展
し
て
、
そ
の
自
然
な
結
果
と
し
て
唐
の
律
賦
が
出
現
し
た
と
い
う
よ
う
な
図
式
は
修
正
す
べ

き
で
あ
る
。
律
賦
に
お
い
て
隔
旬
対
が
一
気
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
現
象
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
解
釈
を
求
め
る
必
要
が
生
じ

（

一

四

）

た
の
で
あ
る
。
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唐
代
の
賦
へ
展
開
し
た
か
と
い
う
、
賦
史
の
中
心
的
な
問
題
に
対
し
て
、
新
た
な
る
解
釈
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

表

二

（

一

）
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(

1

 

0
)
北
京
大
学
出
版
社
、
二

0
一
八
年
、
三
一
五
頁
。

五
）
丘
覆
抹
『
詩
賦
詞
曲
概
論
』
第
一
一
編
賦
之
部
、
中
華
書
局
、

(
-
)
隔
句
対
の
略
称
と
し
て
、
鈴
木
虎
雄
「
賦
史
大
要
』
は
「
隔
対
」
と
も
い
う
。
ま
た
、
孫
梅
『
四
六
叢
話
』
程
果
の
序
は
「
偶
対
」
と
も
い

う
。
詩
の
場
合
に
は
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
東
巻
の
「
二
十
九
種
対
」
の
中
に
隔
旬
対
の
呼
称
が
見
え
る
。
旧
題
白
居
易
『
金
針
詩
格
』
や
厳
羽

（
二
）
張
伯
偉
『
全
唐
五
代
詩
格
集
考
』
付
録
―
―
-
、
鳳
凰
出
版
社
、
二
0
0

二
年
版
、
五
五
七
•
五
六
三
頁
を
参
照
。
「
其
辞
云
」
の
部
分
に
つ
い
て

（
三
）
祝
尭
『
古
賦
弁
体
』
（
三
）
、
巻
五
、
第
四
葉
、
王
雲
五
主
編
「
四
庫
全
書
珍
本
」
第
九
七
六
冊
、
台
湾
商
務
印
書
館
、

（
四
）
李
調
冗
『
賦
話
』
、
広
文
書
局
、

一
九
七
一
年
版
、
八
頁
。

（
六
）
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』
第
三
篇
第
五
章
「
漢
賦
中
の
隔
対
」
条
、
富
山
房
、
昭
和
―
一
年
版
、
八
一
頁
を
参
照
。

（
七
）
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』
第
四
篇
「
絣
賦
時
代
」
第
二
章
「
賦
中
の
四
六
隔
句
対
」
、

（
八
）
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』
第
四
篇
「
絣
賦
時
代
」
第
二
章
「
賦
中
の
四
六
隔
対
」
、
富
山
房
、
昭
和
―
一
年
版
、

（
九
）
曹
明
綱
『
賦
学
概
論
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
版
、
一
四
九
頁
以
下
を
参
照
。
廊
氏
の
論
文
は
中
国
唐
代
文
学
学
会
『
唐
代
文
学

研
究
』
第
八
輯
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二

0
0
0
年
版
所
収
。

(
-
―
)
戦
国
の
宋
玉
も
先
駆
者
と
し
て
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
顔
之
推
「
観
我
生
賦
」
、
慮
思
道
「
孤
鴻
賦
」
、
江
総
「
辞
行
李
賦
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・

二
箇
所
の
隔
旬
対
が
あ
る
が
、
三
人
の
創
作
活
動
は
隋
代
に
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
暫
く
本
統
計
か
ら
は
除
外
す
る
。

(
―
二
）
対
旬
の
構
成
を
明
ら
か
に
示
す
た
め
、
本
稿
に
引
用
す
る
隔
旬
対
に
は
全
て
中
国
式
標
点
を
用
い
る
。

は
難
解
で
あ
る
が
、
張
氏
は
脱
字
が
あ
る
か
と
注
し
て
い
る
。

「
詩
体
」
な
ど
は
「
扇
対
」
と
も
い
う
。

注

一
九
三
四
年
版
、

―
一
五
頁
を
参
照
。

一
四
四
ー
一
四
五
頁
を
参
照
。

―
一
五
頁
を
参
照
。

一
九
七
六
年
版
。
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（
一
三
）
も
っ
と
も
、
六
朝
時
代
の
別
集
は
殆
ど
散
逸
し
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
江
滝
の
文
集
は
比
較
的
完
全
に
残
っ
て
お
り
、
自
ず
と
賦
の
数
も

他
の
作
者
よ
り
遥
か
に
多
い
。
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
飽
照
に
つ
い
て
も

一
篇
の
賦
に
お
い
て
一
聯
の
隔
旬
対
を
用
い
る
と
い
う
よ
う
な
現
象
は
、
漢
魏
六
朝
に
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
唐
代
初
期
に
も
続

い
て
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
王
績
（
五
八
五
—
六
四
四
）
が
残
し
た
四
篇
の
賦
の
中
に
、
計
―
―
一
四
聯
の
「
滸
北
山
賦
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
九
七
）

に
し
か
隔
旬
対
が
含
ま
れ
ず
、
聯
数
は
一
聯
の
み
で
あ
る
。
賦
史
研
究
上
、
唐
代
が
律
賦
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
律
賦
で
は
な
い
賦

も
続
け
て
創
作
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
類
の
賦
が
漢
魏
六
朝
賦
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。

（
一
四
）
実
は
、

同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

（
り
ん
ぎ
ょ
う
こ
う
・
大
阪
大
学
准
教
授
）
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